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2014 年 5 月２日 85 号 

 

「グループ中国だい好き」会報            

『中国だい好き』   
     我们很喜欢中国! 

Women hen xihuan zhongguo! 

 

 

2014 総会のお知らせ 
 

2014 年度の総会を下記の要領で行います。第 2 部（14:00～16:30）のベトナム旅行写真報

告、中国映画「桃姐」（「桃さんの幸せ」）の上映は市民の方も自由にご覧いただけます。 

 

日時  ５月 18 日（日） 13:00～16:45 

場所  男女平等推進センター  

進行  第 1 部  総会        13:00～14:00 

・2013 年度活動報告  

・2013 年度会計報告  

・2014 年度活動方針   

第 2 部 ・2013 年ベトナム旅行 写真報告  14:00～14:30 

    ・中国映画上映会   14:30～16:30 

          「桃姐」A SIMPLE LIFE（「桃さんのしあわせ」） 

中国・香港合作映画 2011 日本語字幕あり 

 

     ・女流監督・許鞍華（アン・ホイ）の「老い」  

をテーマとした作品。 

     ・13 歳の時から 60 年間も梁家でメイドを続 

けてきた 73 歳の桃さん（葉徳嫻＝ディ二 

ー・イップ）が脳卒中で倒れた。 

     ・今は映画プロデューサーとして活躍してい 

る梁家の若主人ロジャー（劉徳華＝アンデ 

ィ・ラウ）は彼女の老人ホームへの入居を 

手伝い、その後も頻繁にホームを訪ねては 

甲斐甲斐しく彼女の世話をする。 

・実の息子でもないのに、彼はいったいなぜ 

そこまでするのだろう……。 

 

●代 表  内田知行 042-464-8858 

〒203-0034 東久留米市弥生 2-7-13 

●編集・発行グループ 

        内田知行   川村隆子 

       千田 茂   富岡幸雄 

●http://kuru2.genki.365.net/ (くるくる) 

●http://zuixihuan.exblog.jp/(ブログ) 

 

 

 

 

 

● 

  

 

http://kuru2.genki.365.net/
http://zuixihuan.exblog/
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2014 年新春餃子パーティー 

 
1 月 26 日（日）13 時より東部地域センター調理室で、2014 年新春餃子パーティーが行わ

れました。出席者は 25 人、うち男性は 12 人、女性は 13 人でした。 

 調理室の調理台は4台。各台ともリーダー？の指導のもと、

大小さまざま、個性豊かな餃子が作られました。 

  

今年は中国語教室の老師が 2 人、来日中の靳明全重慶師範

大学教授、窪寺さんの媳妇 xifu（息子さんのお嫁さん）と上

海から来日したお母さん、明治大学大学院を出て新社会人と

なった張強さんと、6 人の中国人が参加してくれました。 

 

第 1 部では边谈边包 biantan bianbao（おしゃべりをしな

がらの餃子作り）、第 2 部（交流の部）では边吃边谈 bianchi biantan(食べながらのおしゃ

べり)に花が咲きました。 

 

●手分けして餃子の具を準備します。あれ、女性だけのグループがひとつ、上海帮だ！ 
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●うーん、難しいが挑戦だ！         ●老師に元生徒が教えています   ●作る人いれば片づける人あり 男は偉いよ 

 

 

 

 

 

 

 

●それでは茹でまーす          ●私たちはもう作り終わりました        ●黙々とデザートを準備してくれています 

 

 

 

 

 

 

 

●紹介します 息子の嫁と母親です      ●これは八宝飯です       ●やれやれ、これでよし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 静岡市から来てくれた吉見さんの挨拶 第 2 部の交流会風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

●お願い、崩れないで 

 

 

●どうぞお召し上がりください 

●2 月 4 日の講演を聞きに来てください 
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現今の中国老人、退職後の 3 種類の暮らし方 

…重慶地区を例として… 
 

靳明全 重慶師範大学教授 

通訳・会話班講師 金野蓓蕾 

 

２月 4 日（火）10 時 30 分より、生涯学習センターでの中国語教室・会話 B 班の時間を使

って、来日中の靳明全（Jin Mingquan）重慶師範大学教授の講演会がありました。会話班

の金野老師が通訳を担当してくださいました。 

靳教授は中国重慶市に例をとって、現在中国の老人たちが退職後にどのような暮らし方を

しているかを紹介してくださいました。お話の内容は私たちにとってたいへん興味深いもの

でした。金野老師のわかりやすい通訳もあいまって、あっという間に 1 時間 15 分が過ぎ、 

場所を華屋与兵衛に移して昼食をとりながら、交流を続けました。 

 

講演の要約 

中国重慶地区の老人たちは次の 3 種類に分けられる。 

① 退職金が少ない老人たち 

② 退職金が中くらいの老人たち 

③ 大金持ちの女性たち 

 

① 退職金が少ない老人たち： 

これらの退職老人たちの数は一番多い。ほとんど 

  は「知青 zhiqing」(知识青年。文化大革命に参加し、 

農村などに下放した青年たち)で、学歴は低く、退職 

金は月額 1,500～2,500 元。 

中学の同級生（靳教授の）は、靳老師以外みな退職している。家で孫の世話をしたり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演前の打ち合わせ、准备好！ 
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家事をする。時にはＡＡ制（割り勘）で、重慶付近で価格の安い「农家乐 nengjiale」 

（農家風のペンション、あるいは地方農村風のレストラン）で会合をもつ。 

 男性は女性に比べて生活力や生活レベルが低い。中学の同級生の中で、8 人が 60 歳に 

なる前に相次いで病死した。女性は全員元気だ。 

 残りの男性の中には何人かの独身がいる。一人は非常に窮乏した状況にある。彼は離 

婚し独り身となってから今日にいたるまで、年老いた両親といっしょに狭い家に住んで 

おり、暮らし方といえば一年に 2 度のクラス会を除いては、ほとんどベッドの前に座っ 

て、一人ぼんやりと部屋の壁に向き合っている。 

 

② 退職金が中くらいの老人たち： 

 大学を定年退職した教職員達の月給は 4,000～6,000 元。彼らは退職後、三分の一は一

日中家で孫の相手をし、こどもたちの保父母となる。 

 三分の一は外で授業をしてお金を稼ぐ。重慶の生活費は、食費や水道代、電気代込み

でふつう毎月 1,500 元。老齢になって万が一大きな病気にかかった際、通常の医療保険

ではカバーしきれないことが心配で貯金をして備えている。 

 またある人は子どもや孫の援助のため、ある人は旅費を稼ぐためである。ある教授は 

今日に至るまで、この代講で得た収入で 30 数か国を旅行している。 

 そのほかの三分の一の人は、退職金で自分の趣味の生活をしている。登山、国内各地

の旅行など外での活動を楽しんでいる。毎日ダンスをしに出かける人もいる、私の妻は

まさにこれである。 

 「候鳥 houniao」(渡り鳥)になる人も少なくない。夏は貴州の山岳地帯の農家ペンシ

ョンで避暑をして過ごす。そこは一か月食費と住居費込みで 2,500 元前後、冬には海南

島などに行き寒さを避ける。一か月、食費と住居費込みで 3,000 元前後である。 

 

③ 大金持ちの女性たち： 

 彼らは青年、中年の時に商売に成功してたくさんのお金を稼ぎ、資産は億、数千万元

を超える。その中には逮捕から漏れた汚職役人も含まれる。 

この種の人たちは多くの持家をもち、色々なところに別荘を購入しており、快適な生

活をしている。 

彼らの子女は「富二代 fuerdai」として酒食にふけり、乱れた生活を送っている。こ

の種の人たちは海外旅行をし、豪華高級ホテルに泊まるのは日常茶判事である。 

ある金持ちの女性は、ご主人と離婚し、ご主人の巨額の財産の半分をもらった。この

金で彼女は贅沢な生活を送っている。それでも彼女は時々死ぬまで使いきれないこの巨

額の金は死後どうなるかと思うと鬱々となり、有り余る金に悩まされている。 

このような人のうち、アメリカやカナダなどに移住する人も少なくない。移住者には

「裸官 Luoguan」（自分だけは中国に残るが、家族や財産を海外に移している役人）の家

族も結構入っている。彼らはつねづねいかに贅沢にお金を使うかを考えるが、慈善授業

や公共事業にお金を使おうと考えることは少ない。 
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「個人の記憶」から「社会共通の記憶」への再生 
                             

内田 知行 

 

 皆さんご存知のように、日中戦争の時代に当時の日本政府は国民政府の首都・重慶とその

後背地である四川省を空爆しました。空襲は戦略的な無差別爆撃で、被害者の多くは非戦闘

員の一般庶民でした。 

2006 年 3 月以来、中国の被害者たちは原告団を組織して、東京地方裁判所で「重慶大爆撃

裁判」を始めました。原告たちは、戦争中に日本政府がおこなった爆撃という「過去の歴史

的責任」を「現在の法体系」にもとづいて裁くことを求めています。 

原告の被害地は、いまの中央直轄市・重慶市のほかに、四川省の成都市・楽山市・自貢市・

松潘県などで、原告人数は全体で 188 人に及びます。昨年（2013 年）10 月の第 25 回裁判ま

で計28人の原告が来日し、被害の事実をあきらかにするために意見陳述をおこないました。 

  

歴史研究者としての私の専門は近代中国社会史ですが、

この数年間「日中戦争時代の重慶社会史」を研究してい

ます。この研究をふかめるために、裁判所に足を運んで

原告の陳述に耳をかたむけ、ときには重慶や四川省の現

地に取材や史料集めに行っています。  

私個人としては、自分のちいさな研究をつうじてこの

裁判にお役にたちたいと願っています。そして、いまの

時代、この裁判支援のような活動は草の根レベルの日本

と中国との民間交流をふかめるためにきわめて有意義

ではないか、と思っています。日中関係史を研究する立

場からいえば、この裁判は原告による「個人の記憶」を

日本人と中国人の「集団の記憶」「社会共通の記憶」と

して再生させる試みであると考えています。 

 東京地裁では、今年 4 月 16 日から 6 月 30 日まで 5 回の「人証調べ」（証人や専門家の発

言聴取）が行なわれます。9 人の専門家の一人として、私は 5 月 21 日（水）に出廷し発言し

ます。人口変動史の角度から空襲被害の実態をあきらかにします。 

 

 

重慶大爆撃裁判の 15 人の人証調べ 
 

●第 1 回証拠調べ 2014 年 4 月 16 日（水） 

① 10 時～12 時 徐 勇（北京大学教授・歴史学系） 「重慶爆撃の被害について」 

② 1 時 15 分～2 時 45 分 羅淑琴（67 歳 原告羅富易の継承人）「1941 年の自貢爆撃被害者」 

③ 3 時～4 時 30 分 栗遠奎（80 歳 重慶市の原告） 「1941 年の重慶爆撃」 
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●第 2 回証拠調べ 2014 年 5 月 7 日（水） 

① 10 時～12 時 唐潤明（重慶市档案館档案編研処処長） 「重慶大爆撃の档案分析」 

② 1 時 15 分～2 時 45 分 魏奕雄（四川省社会科学院楽山分院院長・歴史学研究員）  

「楽山大爆撃の被害分析」 

③ 3 時～4 時 30 分 羅保清（88 歳 楽山市の原告） 「1939 年の楽山爆撃被害」 

●第 3 回証拠調べ 2014 年 5 月 21 日（水） 

① 10 時～12 時 張翔里（四川省羌学学会秘書長・研究員） 「松潘大爆撃の被害分析」 

② 1 時 15 分～2 時 45 分 内田知行（大東文化大学教授・国際関係学部）  

「人口史等から見た日本軍の無差別爆撃」 

③ 3 時～4 時 30 分 馬福成（67 歳 松潘県の原告） 「1941 年の松潘爆撃被害」 

●第 4 回証拠調べ 2014 年 6 月 4 日（水） 

① 10 時～12 時 劉世龍（四川大学歴史文化学院教授） 「成都大爆撃の被害について」 

② 1 時 15 分～2 時 45 分 前田哲男（軍事ジャーナリスト） 「日本軍の戦略爆撃理論」 

③ 3 時～4 時 30 分 蘇良秀（83 歳 成都市の原告） 「1941 年の成都爆撃被害」 

●第 5 回証拠調べ 2014 年 6 月 30 日（月） 

① 10 時～12 時 張瑾（重慶大学人文社会科学高等研究院史学研究センター教授） 

          「重慶爆撃の被害実態の分析」 

② 1 時 15 分～2 時 45 分 伊香俊哉（都留文科大学教授・日本近現代史） 

          「日本軍の無差別爆撃（戦闘詳報分析を中心に） 

③ 3 時～4 時 30 分 何光栄（７４歳 重慶市の原告・蒋太華の継承人） 「1940 年の重慶爆撃被害」 

 

 

 以下に、鑑定書に書き込んだことの要点を紹介します。 

重慶防空司令部の調査によれば、1938～43 年の期間の重慶市域、隣接県・地区であった巴

県・江北県・北碚地区の被害合計は、死者 1 万 0808 人、負傷者 1 万 1837 人、倒壊家屋数 1

万 4408 棟および 4 万 5596 室に及びました。 

現在の中央直轄市・重慶の範囲で推定した被害数字としては、死者 2 万 3659 人、負傷者 3

万 1072 人、死傷者合計 5 万 4731 人という数字があります【戦争と空爆問題研究会編(2009)

『重慶爆撃とは何だったのか』高文研】。 

 

鑑定書では、重慶市公文書館に所蔵された文書のなかにある「傷亡人民調査表」という史

料を使いました。姓名・年齢・性別・住所・学歴・職業・傷亡原因と傷亡日時などが記載さ

れているデータです。でも、残念ながら対象人数は、市内各区に居住していた 211 人にすぎ

ません。 

 

職業別に空襲被害者の人数をみると、最も多かったのは下層の労働分野の就業者(37.4％)

でした。次いで、法人登記も必要のない商業分野、すなわち種々雑多な小売業の就業者

(16.6％)の被害者や無業者が多かったようです。つまり、いわゆる「非正規経済」部門の現

業労働者、すなわち下層民衆に被害が多かったのです。 
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これには、居住地が古くからの住宅密集地だったり、防空洞を有効に利用できなかったと

いう背景もありました。他方で、技術者・専門職階層、政府や軍事部門、正規の工業・企業

分野の就業者では被害者数は少なかったようです。以下に、具体的に紹介しましょう。 

 

…………現業部門の労働者（79 人、全体の 37.4％） 

 うち住込家政婦 33 人 人力車夫・駕籠かき 13 人 農業・農業支援者 13 人 

  一般運輸・交通業関係 5 人   荷担ぎ屋 5 人   コック 3 人 

 セメント工 3 人   洗濯屋 3 人   飲料水運び屋 1 人 

…………各種小売業従事者（35 人、16.6％） 

  うち商業界関係 9 人   小商人 13 人   食品販売業 3 人 

 食堂経営 3 人   茶商人 3 人   雑貨販売業 1 人 

 服装販売業 1 人   薪・燃料販売業 1 人   新聞売り子 1 人 

…………無業者等（38 人、18.0％） 

  うち無職 29 人   自宅待機者 6 人   退職老人 3 人 

 

 次に学歴についてみますと、データ不詳が全体の 19.9％ありますが、これを控除して考え

ると、最多は不識字・文盲の 37.4％、次いで小学校就学経験者の 21.8％、無学歴者の 7.1％

でした。つまり、空襲被害者の学歴水準が低かったことが判明します。ここから、被害者の

多くは一般庶民層であったことが推測されます。 

 年齢では、年齢不詳の男性 14 人を除いた 197 人のうちで最も多かったのは就労年齢にあ

たる壮年（26～55 歳）が 104 人（52.8％）、次いで就学年齢にあたる少年（６～15 歳）が 30

人（15.2％）、退職・無業年齢にあたる老年（56 歳以上）が 27 人（13.7％）、徴兵・徴用・

就学年齢にあたる青年（16～25歳）が26人（13.2％）でした。性別では男性が113人（57.4％）、

女性が 84 人（42.6％）でした。 

  

鑑定書では、重慶市の空襲被害者のうちわずか 221 人について本籍地の構成や学歴の構成

を分析できたにすぎません。しかし、残された史料は後の関係者によって恣意的に選ばれた

史料ではなくて、いわば「歴史の女神」によって選ばれて残された史料です。 

 以上の史料をまとめると、重慶大空襲の主たる被害者は国家指導者や彼らをささえた有力

企業家、富裕層ではありませんでした。下層の労働分野の就業者たちや、商業分野、すなわ

ち各種の小売業の就業者たちが大きな空襲被害を被ったのです。言い換えると、いわゆる「非

正規経済」部門の現業労働者、すなわち下層民衆に被害が多かったのです。これは、被害者

の「学歴」分析からも推測できます。彼らの多くは不識字・文盲であり、無学歴者も少なく

ありませんでした。公教育を受けた場合でも、せいぜい小学校の就学経験しかありませんで

した。 

 

 最後に、裁判の鑑定人は、私にとってはこれまでの人生で最初の体験です。皆さんには、

ぜひとも地裁に足を運んでご支援をたまわりたい、と思います。 
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中国語教室 生徒募集 
 

●各クラスとも授業見学を歓迎します  問い合わせ 川村隆子まで 042－471－3960  

●入会金 1000 円  運営費（授業料など）毎月 3000 円。2 クラス目以降は＋2000 円で受

講できます。会話 A・B のみ受講の場合は毎月 2500 円。   

  

クラス 講 師 授業日時 教科書など（2014.4 月現在） 教室会場 

入門（休講中）  生徒が 5 人？集まれば開講します。  

 

初級 A 

 

勝木 節子 

土曜 18:00～20:00 （学習者 6 人） 

『学漢語』Ⅱ   

2010 年東久留米に受験会場を設けて中

国語検定 4 級、準 4 級試験を実施した 

 

中央町地区センター 

 

初級 B 

 

任 韶華 

土曜 13:30～15:30 （学習者 12 人） 

『中国語口語速成』入門編 

任老師が不在時は漆紅氏が代講 

生涯学習センター、八

幡町地区センター、中

央町地区センターほか 

 

中 級 

 

羅 敏 

月曜 17:30～19:30 （学習者 6 人） 

『説漢語 談文化』 6 月で終了予定 

7 月からは『語文』（中国の小学校の教科

書）の使用を検討中 

 

男女平等推進センター 

 

会話 A 

（話そう朋友） 

 

金野 蓓蕾 

火曜 9:00～10:30  （学習者 6 人） 

（火曜 10:00～11:15） 

自由会話 わからない中国語はていねい

に板書する 

 

生涯学習センターほか 

（中央図書館） 

 

会話 B 

（話そう朋友） 

 

金野 蓓蕾 

火曜 10:30～12:00 （学習者 5 人） 

（火曜 11:15～12:30） 

自由会話 板書は必要最小限。できるだ

け中国語の単語をつなげる。 

 

生涯学習センターほか 

（中央図書館） 

 

 

●中国語教室の現状 

１ 2014 年３月現在、5 クラスで 26 人が在籍。うち 9 人が第 2 クラスとして会話ＡＢ班を 

選び勉強しています。 

＊初級Ａ＝6 人 初級Ｂ＝12 人 中級＝6 人 会話Ａ＝6 人 会話Ｂ＝5 人 

＊中級班の同学 1 人が四川師範大学に語学留学中です（7 月帰国予定）。 

２ 各クラスとも 2010 年 4 月より、日中学院の教材（初級ＡＢ＝『学漢語』シリーズ、中 

級＝『話題口語』『説漢語 談文化』）を中心に、必要に応じて副教材を使って授業を進 

めてきました。 

３ 初級Ａはひきつづき『学漢語』シリーズで勉強します。初級Ｂは『学漢語 4・5・6』を
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終え、『中国語口語速成』入門編で勉強中、中級班は 7 月から中国の小学校の『語文』

の教科書をテキストにする方向で検討中です。 

 

●課 題 

１ 各クラスとも中国語学習者を数人ずつ増やしたい……（1 クラス 9 人） 

広報「ひがしくるめ」「くるくる」「中国だい好き」のブログへの募集記事の掲載、生涯 

学習センター、市民プラザ、各地域センターなどへチラシを配布します。 

２ 公共施設利用料金と減免措置の改定に伴う会場費の増額にどう対応するか… 

  東久留米市では 6 月 1 日から公共施設使用料が改定されます（5 月末までに事前予約し 

た場合は現行料金でＯＫ）。それに伴い、これまで減免処置により無料で使用ができてい 

た施設でも、今後は 50％減額の料金を負担しなければならないケースが出てきます。 

 この間の会場費は 2012 年度＝78,600 円、2013 年度＝78,500 円ですが、本年度は約 16 

万になることが予想されます。繰越金を取り崩していくことで会場費のアップ分を負担で 

きるのはあと３年？くらい。今後どうすればよいか、知恵を絞りたいと思います。 

 

●互相学习班 huxiang xuexiban（―おしゃべり交流サロン―）設置の試み 

 日本人は中国語を、中国人は日本語を学ぶ！ お互いに知っている単語を並べ、言葉が出 

てこなければ紙に漢字を書き、身振り手振りで意思疎通をはかる、そんな出会いの場をつく 

りたい。まず第 1 回目を行い、その中で今後どうするかを検討したい思います。 

 

2014 年の運営 → 以下の体制で運営します 

会長    内田 知行 

総務    川村 隆子   広報    富岡 幸雄 

くるくる  中田 良一   ブログ   西垣内 義則 

会計    千田 茂    会計監査  川村 隆子 

中国語教室 初級Ａ    運営 木山 淳子   会計 山口 知子 

        初級Ｂ    運営 （未定）    会計 千田 茂 

        中級     運営 東海林 実   会計 窪寺 裕子 

        会話ＡＢ   運営 大谷 達之   会計 橋場 邦子 

 

＊2014 年度から会計を千田茂が担当します。中国語教室初級Ｂ班の会場予約担当者は現在 

選定中です。上薗さん、小山さん、長らくお世話になりました。非常感謝！ 

 

●2014 年度会費納入のお願い 継続会員は下記のいずれかで納入してください。 

１ 郵便振り込み  記号 10010  番号 94760581  名前 ｳﾁﾀﾞ ﾄﾓﾕｷ 

２ 総会、中国映画上映会、講演会、食べ歩きなどに参加する時に持参してください 

３ 身近な会員に託す 

４ その他（右へご連絡ください）  千田茂 ４73・5652 川村隆子 471・3960 

 

 

 

 


